
　　　　　九州の東の玄関口としての拠点化戦略のフォローアップ体制

九州の東の玄関口としての拠点化戦略フォローアップ会議

　役割　：　戦略の着実な実行に向け
　　　　　　　　①戦略の進捗状況を管理
　　　　　　　　②関係機関の意思統一を図る

　委員　：　交通、観光、物流、経済等に精通した県内外の有識者（計２２名）
　　　　　　　　→２８年度の戦略会議メンバーを中心に構成

本県施策への反映

　県政推進指針
　　　翌年度の県政推進にあたり、基本的な方向を示すもの
　　　予算編成や組織改正、人事配置などは、この指針に沿って進められる

九州の東の玄関口としての拠点化戦略の着実な実行

資料１



基準値
H30年度 R２年度 R６年度 R元年度 R２年度

3,721 3,770 3,900 3,523 1,365
新型コロナウイルス感染症の
影響による需要の減

別府港フェリー輸
送人員（千人）

555 564 580 509 199
新型コロナウイルス感染症の
影響による需要の減

41,500 42,600 45,000 43,600 38,300
新型コロナウイルス感染症の
影響による需要の減

大在公共埠頭の
大分発シャーシ
台数（台）
（千フレート・トン）

23,334
（2,567）

34,800
（3,828）

54,000
（5,940）

30,286
（3,331）

27,971
（3,077）

新型コロナウイルス感染症の
影響による需要の減

フェリー・航空輸送人
員（千人）

県内港湾の公共埠頭
取扱貨物量
（千フレート・トン）

県内港湾の公共埠頭取扱貨物量及び大在公共埠頭の大分発シャーシ台数は、歴年計の数値

戦略の数値目標について

目標値 実績値
主な増減理由

資料２




























